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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

 

「眼類天疱瘡と類天疱瘡の診断基準の問題点に関する研究」 

 

研究分担者 白石 敦 愛媛大学 眼科学教室 教授 

研究協力者 鄭 暁東 愛媛大学 眼科学教室 准教授 

研究協力者 原 祐子 愛媛大学 眼科学教室 准教授 

研究協力者 鎌尾 知行 愛媛大学 眼科学教室 准教授 

研究協力者 坂根 由梨 愛媛大学 眼科学教室 助教 

研究協力者 竹澤 由起 愛媛大学 眼科学教室 助教 

研究協力者 林 康人 愛媛大学 眼科学教室 研究員 

 

【研究要旨】 

眼類天疱瘡確定診断のための血清診断の有効性を明らかにする。 

 
 

Ａ．研究目的 

眼類天疱瘡は粘膜類天疱瘡の一部である

と考えられがちであるが、失明の原因にな

る重篤な疾患である。現在、指定難病とし

て認可されている類天疱瘡の一症状とし

て、眼類天疱瘡を位置付けられているが、

二つの問題点がある。一つ目は「難病法」

による医療費助成の対象は Definiteかつ

中等症以上であるので、眼表面全体にびら

んが存在するときのみ、120点満点のう

ち、眼の所見が 10点となるので、辛うじ

て中等症となり、医療費助成の対象となる

が、眼類天疱瘡で問題となる瘢痕期には医

療費助成の対象のでは無い。二つ目は、類

天疱瘡確定診断のためにバイオプシーを行

う必要があるが、結膜の組織採取は炎症の

増悪を招く危険性が高いことが知られてお

り、診断のためのバイオプシーは患者にと

って不利益を被る可能性が高いために困難

であることである。そこで本研究では、、

眼類天疱瘡の診断基準見直しのために、バ

イオプシーと近年急速に精度を上げつつあ

る血清学的検査を比較検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

本年度ではまず以下のような臨床研究案

を提案した。 

 

1．対象 

ⅰ）急性期 

ケース 

・眼類天疱瘡急性期 10人 

コントロール 

・スティーヴンス・ジョンソン症候群急

性期 10人 

・アルカリ外傷急性期 10人 

 

ⅱ）寛解期 
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ケース 

・眼類天疱瘡寛解期の白内障手術患者  

10人 

コントロール 

・眼表面に異常がない白内障手術患者 

10人 

 

ⅲ）瘢痕期 

ケース 

・眼類天疱瘡瘢痕期の眼表面再建 10人 

コントロール 

・アルカリ外傷瘢痕期の眼表面再建 10

人 

・スティーヴンス・ジョンソン症候群瘢

痕期の眼表面再建 10人 

 

２．参加施設 

東京歯科大学、京都府立医科大学、大阪大

学、慶應義塾大学、宮田眼科病院、東邦大

学、金沢大学、杏林大学、東京大学、順天

堂大学、愛媛大学 

 

３．採取物 

ⅰ）急性期 

眼類天疱瘡とスティーヴンス・ジョンソ

ン症候群では口腔粘膜（直径 2 ㎜）（ア

ルカリ外傷は粘膜切除無し）、血清（2ｍ

Lを 2本） 

ⅱ）寛解期および瘢痕期 

球結膜（2ｘ1 ㎜）、血清（2ｍL を 2 本） 

 

４．解析 

球結膜および口腔粘膜は中性ホルマリン

に浸漬、類天疱瘡の診断を日常的に行っ

ている皮膚科で解析（直接蛍光抗体法）。 

血清は 2 つに分けて保存し、1 つは類天

疱瘡の診断を日常的に行っている皮膚科

で解析（間接蛍光抗体法）、もう 1つは類

天疱瘡の血清診断を日常的に行っている

皮膚科に依頼する。 

 

５．患者情報 

年齢、性別、発症からの期間、診断方法（皮

膚科で診断、臨床所見から診断、免疫組織

直接法、免疫組織間接法、血清診断、その

他）発症時の治療（ステロイド、その他）、

前眼部所見、術前の治療（点眼、全身投与） 

 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行うこととする。また個人情報の漏洩防止、

患者への研究参加への説明と同意の取得を

徹底する。 

 

Ｃ．研究結果 

現時点では、眼類天疱瘡の患者数は少な

く、研究に参加する施設に過大な負荷がか

かることが、予想されるため、研究デザイ

ンのシェイプアップを求められている状態

で、開始までには施設間でのディスカッシ

ョンが必要な状態である。 

 

Ｄ．考按 

皮膚科では眼類天疱瘡が過小評価されて

いる。その理由として、眼類天疱瘡に類天

疱瘡が合併するのは 17％（本研究班調査）

で、類天疱瘡に眼類天疱瘡が合併する割合

は１％程度と推定されるため、眼の炎症が

問題となることが比較的稀であること。皮

膚、眼以外の粘膜組織では急性期が治療の

中心であるが、眼では瘢痕期に視機能低下

や、著しい眼不快感が問題となるため、皮

膚の治療の寛解後により患者の支援が必要

となることの理解不足が存在することがあ
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げられる。粘膜類天疱瘡の抗原となるBP180、

BP230 や VII 型コラーゲンが角結膜にも同

様に存在するにも関わらず、粘膜類天疱瘡

の患者の角結膜に炎症が起きることが稀で

ある理由は未だ不明である。最近の研究で

は眼のみの眼類天疱瘡の患者血清にはイン

テグリンβ4 の抗体が高率に検出されるこ

とが報告されており、血清診断の足掛かり

となる可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

眼表面のみに炎症がでる眼類天疱瘡の患

者を救うためには、類天疱瘡の診断基準を

変更するする必要があり、そのためのエビ

デンス積み上げるための臨床研究が必要で

ある。 

 

Ｆ．研究発表 
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2. 学会発表 

1. 林康人, 高平尚子, 安川正貴, 原祐
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Ｇ．知的所有権の取得状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし 

 

 

 


